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表 1 　年度別来室者推移（2005年度〜 2014年度）
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3.　考察
　学生の質の変化を敏感に感じ取り、ひとりひと
りの学生に合った指導方法を模索する事が大切で
あることを痛感する毎日である。大学の講義のよ
うに大箱での対応に慣れていない学生も多くなっ
てきた。個別対応のできるラーニングセンターが
ある意味、そういった学生達のオアシスとなって
いる。また、学生相談室やオリーブディスクに行
くまでもない、ちょっとした問題や質問もラーニ
ングセンターで吐露している。話を聞いてくれる
教員、職員が常時待機している場所があるという
ことが、今の大学という枠内では必要な場所となっ
ていると確信する。
4.　今後の課題
　ラーニングセンターの知名度が上がって来室者
が増えたといっても、まだまだ知らない学生たち
も多数存在する。 4 年生になって初めて来室し
「もっと早く知っていれば…」という言葉を何回も
耳にした。昨年度から始まった入学前準備学習は、
ラーニングセンターが担当しており、入学前から
新入生と関わることで、入学後も気軽に利用でき
る雰囲気を作り出している。各学部での初年次教
育においても、いくつかの学部でラーニングセン
ターを取り上げてもらっている。今後もPRを重ね
て、気軽に利用しやすいラーニングセンターを目
指したい。
　また、就職に直結するSPI試験対策や公務員試験
対策など、特化して講座を開き、個別指導ができ
るよう準備していく次第である。
（文責：尾張宏一［おわり・こういち］聖学院大学
ラーニングセンター所長）
表 2 　2014年度相談内容グラフ
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